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資料紹介
ヘルムート ・コーイング教授の蔵書について
徹岡
急速に発展していた。Universitasのことをstudium
generaleとも言うことがあるのは、 この状況を表現
している。たとえばボローニャは法律学研究の中心
地となり研究成果はヨーロッパに広く拡がっていっ
た。占代ローマの法は中世以降のヨーロッパの法の
基礎とL/て蘇ったのである。のみならずヨーロッパ
の強脚が世界に支配地を作り、あるいは文化を伝え
たとき、 ローマ法から展開したさまざまな分野の法
律学はヨーロッパ以外にも伝えられていった。
ローマ法圏とも呼ぶべき領域は世界に展開してお
り、 コーイング教授はそれに関心があるわけである。
■■■■■■
ヘルムート ・コーイングHelmutCoingは、 1912
年にツェレCelleに生まれ、 1948年フランクフルト
・アム・マインで教授となった。 また、 1964年には
マックス・フ･ランク・ヨーロッパ法史研究所の初代
所長に就任した。教授が今枇紀の偉大な法律家であ
るという評価に何ぴとも異論はない。法制史学、民
法学、法哲学など幅広い分野における質の高い数多
くの業績は人々の知るところである。
日本でも 『近代法への歩み」 （原題は助oc""
伽γREc"/SgEsc"c〃彪加DcMSc〃〃"d・久保正幡・村
上淳一訳・東京大学出版会。 この訳書は1969年に初
版が出版され、現在は第15刷になっている。 この種
の書物としては非常によく読まれていると言えよ
う）によって夙に知られている。
教授はパリ、ボローニャ、 ロンドン、 ミラノ、 ウ
プサラ、 ローマ、モデナ、 メキシコ、 リオ・デ・ジ
ャネイロなどのアカデミー会貝であ')、 さらにはリ
ヨン、モンペリエ、 ウィーン、アバディーン、ブリ
ュッセルなどの大学から名誉博士の称号を与えられ
ており国際的な活躍ぶりにも顕著なもの力ざある。
U■■■■■
■■■■■
一
この蔵書には､教授の署名入|)のEUROPAISCHES
RECHTSDENKEN INGESCHICHTEUND
GEGENWARTと題する解説書が付けられている。
その解説を尊重しつつ、以下に蔵害の紹介をする。
蔵書は大きく2部に分けられており、第1部は年代
の古い歴史的研究の対象となるべき詳物、第2部は
現代の研究者の著作が中心となっている （第1部
250点、第2部1274点)◎紙数の関係から第1部の重
要な著作を著者名のアルファベット順に紹介する
（人名、書名などを省略ないし簡略化して表記し
た)。
1 BARTH(1650-1728),Hodogeta forensis
civilis,Leipzig, 1725. Leipzig大学で教え弁護士で
もあった著者の訴訟実務書 2 BARTOLUS
(1313-1357),Operaomnia,Lyon&Basel,1538
-88． 中世・近Ⅲで雌も有名な法律家の全集 3
BELLONUS (-1552),Locubrationessuperlns-
titutiones,Lyon, 1557．フランス・ユマニスム初期
の著者によるユ帝Institutionesの最初期注釈害 4
BERGER(1657-1732),Electa disceptationum,
Leipzig, 1707.ザクセン訴訟法を論ずる 5 BER-
LICH(1568-1638),Conclusionespracticabiles,
Leipzig, 1619. ドイ､ｿ流の大コンメンタールの鍛初
の作III/!と言われる 6 BEYER(1665-1714)
Delineatioiuris…,Leipzig, 1727．Wittenberg大
■■■■■
■■■■■■
6世紀東ローマ帝国皇帝ユースティーニアーヌス
は古典期法律家たち（特に紀元後l～2世紀頃）の
成果を中心に法典を編纂した(Institutiones,Dig-
esta [=Pandectae],Codexなど)。何百年も前の
学説で現行法典をつくるという作業に時代錯誤の面
力ざあったことは確かである。 しかし古典期の学説を
後世に伝える貴重な作業であった。
時代を経てll世紀西ヨーロッパにuniversitas
（→university)が成立し神学や哲学とならんで法
律学が研究された。法律学はユーステイーニアーヌ
スの法典が研究対象だったのである。これは古典期
法律学が歳月をこえて通用する水準の高さにあった
ということを意味する。
このころ、 ヨーロッパの学問は田や民族を超えて
20
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学での刑法・法制史などの講義録 7 J. H.
BOHMER(1674-1749), Introductioiniusdigest-
orum,Halle, 1756.Digestaを基礎とする民法学の
展開（いわゆるパンデクテン法学） として19世紀に
つながる。息子のG.LBOHMER(1715-1797)
の著作も本蔵書に含まれる 8 BRUNNE-
MANN(1608-1672),Codexkommentar,Genf
1771. Codexのこの時期の最も重要なコンメンター
ル。本蔵書にはDigestaのコンメンタールなども含
まれる 9 CARPZOV(1595-1666),Definitio-
nesecclesiasticae,Leipzig, 1708など◎ ヨーロッパ
全体に知られていたLeipzig大学教授 10 CAV-
ALCANUS(1530-1607),Detutoreetcuratore,
Frankfurt, 1586.イタリア人でフィレンツェ、 トリ
ノなどでも著作が出版された 11 CUIACIUS
(1522-1590),Observationes et emendationes,
K61n, 1578. フランス・ユマニスム法学の代表者
の代表作 12 DAMHOUDER(1507-1581),
Patrociniumpuppillorum,Frankfurt, 1586.フラ
ンドルの人でヨーロッパ各地で活躍した。家族法に
顕著な業績がある 13 FABER(1557-1624),
CONIECTURAEIURISCIVILIS, 1598.フランス
人でBourgesに学び、裁判実務で活躍した。実務的
著作の他に、本書に見られるユ帝法典の研究で有名
である 14 GAILL(1526-1587),Practicaeob-
servationes,K61n, 1721. このドイツ帝室裁判所判
例の研究は長く通用した 15 GOEDEN(1450ca.
-1521),Consilia, 1563 Erfurt大学とWittenberg
大学教授。法学部学生のルターは、彼の講義を聴い
た 16 GOMEZ(1500-1572),Resolutionesvar-
iae,Venedig, 1586. スペイン人でSalamanca大学
教授。 イタリア風(mos italicus) とフランス風
(mosgallicus)を統合してスペインとポルトガル
に独特の学風を作り、本書はヨーロッパで広く読ま
れた 16 HEINECCIUS (1681-1741),Antiqui-
tatesRomanae， 1731 ほか◎Halle大学教授。典
雅法律学の方法でローマ法を研究し、歴史法学を予
感させると言われる 17 JASONdeMayno
(1435-1519),Commentariaomnia,Turin, 1576
～・助言学派（前出2を代表者とする）後期の大家
の全集 18 LANCELOTTUS (1522-1591),Ins-
titutionesjuriscanOnici,Genf, 1695.ユ帝のInsti-
tutionesにならったカノン法の体系書・装く通用し
THOMASIUS (後出31) も本書にコンメンタール
を苦いた 19 LEYSER(1683-1752),Medita-
tionesadPandectas,Halle， 1772.Helmstedtおよ
UrWittenberg大学教授。ローマ法の論理に拘束さ
れない問題解決の手法を用いた 20MEVIUS
(1609-1670),Dearrestistractatus,Settin,1686
ほか。Greifswald大学教授、Wismar上級裁判所裁
判官として活躍。民事訴訟、強制執行に関する著作
で有名 21NOODT(1647-1725),Opera om-
nia, 1713,L6wen.オランダの著名な法律家。Nijm-
wegen,Franeker,Utrecht,Leiden大学教授22
PASSERIBUS (1585-1615),Descriptaprivata,
Leipzig, 1686. イタリア人の民事法論集でドイツで
も広く読まれた 23 PINELUS （1505？-1580)，
KommentarzumKaufrecht,Venedig, 1580．スペ
インの人であるが著作がヨーロッパの各地で出版さ
れた 24 SCHILTER(1632-1705),Deparagio
etapanagio, Stral3burg, 1701ほか。StraBburg大
学教授。民事法学の発展に寄与25 SCHMAU6
(1690-1757),CorpusJurisPublici, 1727.G6tti-
ngen大学教授。本書は公法法源の簡便な書物とし
て広く長く用いられた 26 SENCKENBERG
(1704-1768)Corpusjurisfeudalis,GieBen, 1740.
G6ttingen大学・Gie6en大学教授かつ実務家
(Reichshofrat) としてドイツ法を尊重した 27
SIGONIUS （1523？-1584)，DeantiquoiurePop‐
uliRomani,Halle, 1715. イタリア人でBologna大
学教授となり歴史としてのローマ法を研究し業績が
広く長くヨーロッパで用いられた 28 STRUVE
(1619-1692)#Jurisprudentiaforensis,Frankfurt,
1760ほか◎ Jena大学教授ののち実務家として活躍。
民事法の教科書として評価が高かった 29
STRYK(1640-1710),Specimenususmoderni
pandectarum,Halle, 1741ほか。 ドイツ法学史上偉
大な人物である。実務的であると同時に学術的でも
あり明H析な講義で新設のHalle大学の名声を大いに
高めた 30 TABOR(1604-1674),Tractatus,
Leipzig, 1668ほか。GieBen大学総長をつとめた。
刑事法の研究が有名 31 THOMASIUS (1655-
1728),JurisprudentiaRomana,Halle， 1694ほか。
Halle大学でSTRYKの同僚。 ドイツ語で講義し最
初のドイ､ｿ語の学術雑誌を刊行した。 「ドイツ啓蒙
の父」 と呼ばれ、 この時期を代表する学者である
32 TIRAQUELLUS (1480-1558),Denobilitate,
Base1, 1561など。フランスの学者でそのフランス
風の学説は当時のドイツの学者に影響を与えた 32
VINNIUS (1588-1657)｡ Instituionenkommentar,
21
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Alnsterdam, 1665ほか。Leiden大学教授で典雅法
律学を代表する 33WESENBECK(1531 1586),
Tractatus et responsa,Wittenberg, 1601.Ant-
werpenの生まれであるがプロテスタントとしての
信仰からドイツに移住し、 Jena大学、Wittenberg
大学教授34WOLFF(1679 1754), Jus natu-
rae,Halle, 1743. ドイツ啓蒙主義哲学の代表者の主
著
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(写真左・上) BARTOLUS (1313 57)の著作
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コーイング教授やFranzWieacker (1908-
1994)教授によって進められたヨーロッパ共通法
Ius Communeの研究はさらなる進展を兄せており
(Kleinheyer, G/Schr6der, J ;Z)"/sc/zg zf泥泓
E〃γ”"応c〃g〃γZs/"α〃s〃“"ﾉ"〃γﾙz"z火γ"", 4.
Az(/7. 1996など参照)、 EUカゴ問題である現在、 こ
の蔵書は貴重である。
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